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　この製品は、 亜鉛めっき
線に被覆として IR 樹脂を接
着した、 海岸や寒冷地等の
過酷な環境でも耐久性の高
い合成樹脂被覆鉄線です。
　被覆が無色透明であるた
め、 心線の状態を容易に確
認することができます。

　この技術は、 発泡ビーズ成形
に用いる金型に幅の広いスリット
を配置し、 成形時における圧縮
空気や蒸気の排出 ・ 導入を円
滑にすることにより、 金型の合
わせ面のすきまを不要とします。
原料の発泡倍率の均一化によ
り、 原料使用量が削減するとと
もに成形品質が向上します。

　この製品は、 プラスチック射
出成形機のノズルと金型との
間に装着し、 双方の熱移動
を軽減することにより、 樹脂の
糸ひきトラブル等の軽減、成形
品質の向上及び歩留りの改
善を図る部品です。

　この技術は、 冷間鍛造製品を製造
するための金型等の製造に必要なレア
メタルの使用量を削減するとともに、
金型等の摩耗部分を再生し、 長寿
命化を実現します。
　ポンチの基材部分には安価な素材を
用い、 先端部分のみに超硬合金素
材を用いることにより、 レアメタルの使
用量を 90％削減することができます。

　この製品は、 工業、 印刷及び包装
用のプラスチックフィルム、 シート、 金
属箔等の巻き取りに必要な軸芯に、
新たな機能を付与したものです。
　巻き取りコア表面層に段差吸収性の
高いゴム素材を配置することにより、 フ
ィルム等の巻き取り時に発生する巻き
始めのフィルム段差痕を軽減し、 ロス
の低減が期待できます。

　この製品は、 電気エネルギーを
使用せず、太陽光や蛍光灯等の
光を蓄えることにより、夜間や停電
時に自ら発光する蓄光式高輝度
避難誘導標識です。
　蓄光顔料をガラスコーティングした
ものを釉薬に混ぜ再焼成した磁器
製であるため、 表面硬度が高く防
水性や耐熱性にも優れています。

　この技術は、 鉛蓄電池を再生し、 一度
の再利用を可能とするものです。
　再生は、 充放電を繰り返すことで劣化し
た鉛蓄電池に、 パルス電流を通電 ・ 制御
することにより、電極に結晶化した硫酸塩を
除去するものであり、再生費用は更新する
場合の半分以下、 再生後の期待寿命は
新品の約８割となっています。

　この技術は、 工場（金属溶解施設や化
学合成反応施設、 焼成炉等）から排出
される高濃度のNOx を、 薬品、 触媒等を
使わず水だけで吸収除去し、 硝酸を回収
・ 再利用するものです。
　NOx を効率よく除去するガラス繊維製特
殊フィルターを装填した 「気液接触層」 と
「噴霧装置」等から構成し、 従来の方式で
の硝酸塩等の産業廃棄物は発生しません。

　放射率の低い塗料を塗装す
ることによって、 室内に向けた
放射熱を低減するものです。
　鋼板屋根裏面・工業炉・熱
交換器 ・蒸気配管等に塗布
することにより室内の熱環境緩
和及び空調のエネルギー消費
低減が期待できます。

　この製品は、 植物由来原料
を一部使用する屋根用高日射
反射率塗料です。
 日射反射率が高く、 遮熱性 ・
耐候性に優れており、 光沢 ・
色が劣化しにくいのが特徴です。
　有害なヘキサメチレンジイソシア
ネートを含む硬化剤の使用量を
大幅に削減しました。

　このシステムは、病院、ホテ
ル等を対象とし、空調室外
機及び食器の前洗い作業に
おける給水・給湯蛇口を理
想的な運転モデルをもとにオ
ンラインで監視・制御を行う
システムです。

　この製品は、 金型を用いた金属プ
レス加工を常温で行う 「冷間鍛造」
のための潤滑剤です。 従来技術と
異なり、 水質汚濁の原因物質を使
用せず、 スラッジが発生しません。
　さらに、 工程を簡素化でき、 エネ
ルギー消費や必要スペースを削減で
きます。
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